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来場者の声から見えた、地域企業のDX最前線
「第46回渡敬ビジネスフェア」の様子を来場者アンケートをベースにレポート

中小企業のためのデジタル化実践事例100
［第5弾］セキュリティ・生成AI活用事例をピックアップ！
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来場者の声から見えた、

地域企業のDX最前線
6月に開催しました「第46回渡敬ビジネスフェア」では、
AI、業務DX、セキュリティ、建設DX、文具・オフィス環境など、幅広いテーマの展示を行いました。
来場者アンケートからは、最新技術への関心の高まりとともに、
日々の業務課題を解決したいという具体的なニーズが見えてきました。

今回のビジネスフェアでは、働き方DX・ドキュメント・建

設・セキュリティ・総務・労務管理・オフィス空間デザイン・文

具サプライなど、多様なテーマを展示しました。来場者から

は「普段の業務では知ることのできないシステムを知るこ

とができた」「最新の商品を見ることができた」「実演を通

じて導入イメージが湧いた」といった声が多く寄せられま

した。各分野の展示を通じて、自社の業務課題を見つめ直

し、業務改善やデジタル活用の可能性を考える機会となっ

たことがうかがえます。また、製品やサービスを実際に見

ながら、担当者に相談できる場としても、多くの来場者に

ご活用いただきました。

このレポートでは、会場内でも特に関心の高かったAI・

DX・セキュリティの各エリアについて、当日の展示・相談

の様子と、渡敬DXブースにて実施したアンケート結果を

もとに、来場者の関心や課題を詳しくご紹介します。会場

での反応とアンケートから見えてきた実態を通じて、AI活

用や業務効率化、情報セキュリティについて考えるきっか

けとして、ぜひご覧ください。

AIエリアでは、生成AIやAI関連製品を

通じて、業務効率化や人手不足対策につ

ながるAI活用のヒントをご紹介しました。

「生成AIの上手な活用方法を詳しく知り

たい」「業務で使えるAIに関心がある」

「AIを使用した業務事例を知りたい」と

いった声が寄せられ、AIを単なる話題と

してではなく、実際の業務にどう取り入

れるかを知りたいというニーズが高まっ

ています。

特に、文章作成や情報整理、問い合わ

せ対応、社内ナレッジの活用など、日常

業務に直結する使い方への関心が目立

ちました。また、AIを活用した人手不足

対策や省力化への期待もあり、今後の業

務改善に向けた選択肢としてAIを検討

する企業が増えていることが分かります。

当日、渡敬DXブースにて、126名の皆様に生成AIに関するアンケート

「あなたの会社のAI活用度診断」にご協力いただきました。

結果、全体の68%が「AI興味・関心ステージ」に位置し、AI活用に関心は

あるものの、実際の導入・組織的な活用には至っていない企業が最も多い

ことが分かりました。一方で「AI活用推進ステージ」以上の企業も約27%

存在し、地域企業の中でも活用度に大きな差が生まれ始めています。生成

AIは既に「使うかどうか」ではなく「どう活用するか」の段階に移りつつあ

ることがわかる結果となりました。

結果から分かる3つのポイント

「気になるけど、何もしていない」企業が過半数

回答企業の半数以上が、AIツールの利用者数・予

算・推進担当者を「ほとんどいない/確保していな

い」と回答。AIに関心はあっても、最初の第一歩を踏

み出せていない企業が多数を占めました。

「気づいたら、一歩遅れていた」──

にならないために
今、AI活用に着手する企業とそうでない企業の差が広がり始めています。関心はあっても行動に移せていない企業が

多く、個人利用と組織活用の壁、経営層と現場の認識差も課題です。まずは現状把握とルールづくりから始めましょう。

「個人利用」から「組織活用」への壁

資料作成やデータ分析でAIを活用する企業がある

一方、社内ルール、セキュリティ対策、研修制度の整

備は大きく遅れています。個人利用が先行し、会社

としての仕組み化が追いついていない実態が明ら

かになりました。

同じ会社でも「役職」によって評価が違う

同一企業内で複数名が回答したケースを見ると、

経営層と一般社員の間でAI活用度の自己評価に差

があるケースが確認されました。「経営層が思ってい

るより、現場は進んでいる（または遅れている）」と

いうズレは、社内でのAI推進を妨げる要因の一つと

考えられます。

生成AI、業務で使えるAI、AIガ

バナンス、活用事例など、実務利

用を前提とした声が多く見られま

した。

来場者アンケートから見えた関心テーマ

勤怠管理、WEB請求、電子契約、

グループウェア、kintoneなど、

日常業務の効率化に直結する

サービスへの関心が集まりました。

パスワード管理、UTM、クラウド、

データ復旧など、何から対策すべ

きかを知りたいというニーズが見

られました。

来場者の声

AI活用への関心が急上昇 業務DXは“身近な改善”に注目 セキュリティ対策の優先順位
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AI活用エリアレポート

生成AIは“試す”から“業務で使う”段階へ

あなたの会社の
AI活用度診断

126名

AI入門ステージ

5名（5%）

AI興味・関心ステージ

76名（68%）

AI活用

推進ステージ

２２名（20%）

AI先進企業ステージ

8人（7%）

あなたの会社のAI活用度はどのくらい？

最新技術を“見て・聞いて・相談できる”場に

AIを中心に、人手不足を補

うソリューションが紹介さ

れており、今後のビジネス

活用に期待が持てると感じ

ました。

サービス業 管理職

測量機やソフト等が充実し

ていて、新しい測量機やソ

フトについて勉強になりま

した。軽食コーナーも良

かったです。

建設業 技術職

事務量の簡素化やAI活用

の具体的な説明を受け、刺

激を受けました。担当の方

が当方の事情に配慮した提

案をしてくださるので安心

して相談できました。

サービス業 経営者

普段の業務では知ることの

できないものやシステムを

知ることができました。新

しいシステムを取り入れる

際の参考になると感じまし

た。

製造業 事務職

Q1. 現在、社内でAIツール（ChatGPTなど）を使っている従業員はどのくらいいますか？

40名 43名 18名 10名

ほとんどいない 一部の部署で使用 半数以上が使用 ほぼ全員が日常的に使用

Q2. AI利用に関する社内ルール・ガイドラインは整備されていますか？

70名 28名

4名

9名

まったくない 口頭での申し合わせ程度 文書化されたガイドラインがある 正式なポリシーがある

Q3. AIに関する社員教育・研修は実施していますか？

51名 39名 16名

5名

まったくしていない 自己学習の推奨のみ 勉強会や外部研修を過去に実施 定期的な研修プログラムがある

Q4. AIを実際の業務でどのように活用していますか？

36名 40名 27名 8名

業務で使っていない メール文章などの作成 資料作成・分析など複数業務で活用 業務フローに組み込んでいる

Q5. AIツールや関連サービスへの予算を確保していますか？

65名 19名 13名 14名

まったく確保していない 個人が自費で使用している程度 部署単位で一部予算確保 DX推進として正式に予算化

Q6. 社内データ（売上・顧客情報など）をAI分析に活用していますか？

55名 36名 １４名 6名

活用できていない Excelなどで手動集計・分析 一部AIツールで試験中 AIを活用した自動分析・可視化を実施中

Q7. AI利用における情報セキュリティ対策はどのくらい意識されていますか？

46名 46名 12名 7名

あまり考えたことがない 個人情報は入力しない 情報分類ルールを設けて管理中 審査済みのAIツールのみ使用

Q8. AI・DX推進を担当する専任者や部署はありますか？

64名 23名 18名 6名

ない 兼任の担当社員がいる DX推進チーム・委員会がある 専任部署・最高デジタル責任者がいる

Q9. AI・テクノロジーの最新情報をどのように収集していますか？

40名 47名 16名 8名

収集していない ニュースやSNSでの個人的なチェック 展示会・セミナーに参加 ベンダーや専門家と連携

Q10. AI活用について、今後の明確なビジョン・計画はありますか？

27名 61名 18名

5名

まだ何も考えていない 使いたいとは思っている 具体的な目標・スケジュールを検討中 ロードマップを策定し実行中

質問
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セキュリティエリアでは、UTM（統合脅

威管理）、パスワード管理、データ復旧、

クラウドサービスなど、企業のネット

ワーク環境を守る製品・サービスを紹介

しました。来場者からは、ネットワーク環

境やセキュリティ対策を詳しく知り、自

社の対策状況を見直したいという声が

多く寄せられました。

また、AI活用への関心が高まる中、業

務でAIを利用する際の個人情報の取り

扱いやセキュリティについての相談もあ

りました。AI導入とセキュリティ対策を

併せて検討し、自社の環境に合った具

体的な対策を求める実務的なニーズが

うかがえました。

セキュリティに関するアンケートを実施し、105

名の方にIPAのSECURITY ACTIONに準拠し

た「セキュリティ診断チェック」にご協力いただきま

した。

結果、約6割が「対策強化」または「緊急対策」を

必要とする水準でした。ウイルス対策やOS更新と

いった基本的対策は浸透する一方、責任者の明確

化やインシデント対応手順など、組織的な仕組みづ

くりは未整備の企業様が多いことが分かりました。

次の課題は仕組みづくりと意識統一
ウイルス対策やOS更新など基本対策は浸透していますが、責任者の明確化やインシデント対応手順の整備、持ち出し

ルールの整備、社内での意識に課題が見られました。今後は「モノ」だけでなく「ルール」と「人」への投資が鍵となります。

DXエリアでは、渡敬の実践事例やグループウェア、勤怠管理システム、ノー

コードツールなどをご紹介しました。「業務で使えるツールを知りたい」という

声が多く、ツール選びより「自社業務にどう組み込むか」を知りたいニーズが

うかがえました。勤怠管理やクラウドサービス、電子契約など日常業務に直結

する分野への関心が目立つ一方、「入門的な説明がほしい」という声もあり、

必要性を感じつつも着手方法に悩む様子も見られました。

会場では、 133名の皆様に「DX3分診断」、１０８名の皆様に「社長DX本気度診断」にご協力いただきました。

回答から、現場が抱える業務課題と、経営層のDXへの向き合い方が見えてきました。

社長DX本気度診断：１０８名

小さな業務改善の積み重ねが、DXの第一歩
DXは、特別な取り組みから始める必要はありません。「時間がかかっている業務は何か」「紙・Excel等への重複入力は

ないか」「担当者が不在でも対応できるか」。まずはこの3点を確認し、自社に合った方法を選んでいくことが大切です。

紙・手入力・FAXなどのアナログ業務に加え、情報検索

や属人化、情報共有、人手不足が複合的な課題となり、

「何から始めればいいかわからない」企業様が多い傾向で

す。小さな業務改善から始め、「紙業務のデジタル化」と

「情報の一元管理」に段階的に取り組むことが有効です。

課題は「進め方」、背景には「属人化」と「人手不足」

6割以上が「理解者型」「様子見型」に該当し、ITツール

活用自体は進んでいる一方、社長自らDXを言葉にし、目

標を社内で共有できている企業は少数派でした。ツール

導入以上に「方針の発信」「共有」が定着の鍵であり、適切

な後押し次第で次のステージへ進める可能性が高いです。

IT活用は進む一方、DXの"旗振り"には温度差

セキュリティエリアレポートDXエリアレポート

現場の課題感と、経営の本気度から見るDXの現在地

“なんとなく大丈夫”を見直すきっかけに

DX推進の鍵は“現場改善”と“経営の本気度”

108名 25名

Q1. 社内の申請や承認に、まだ紙の書類を使うことが多い

93名 40名

Q2. 請求書・納品書・注文書などを手入力で転記する場面が多い

94名 39名

Q3. FAXを使う業務が今も残っている

118名 15名

Q4. 必要な書類や過去データを探すのに時間がかかることがある

93名 40名

Q5. 会議後の議事録作成や内容整理に手間がかかっている

97名 36名

Q6. メール文面、案内文、報告書など似た文書を何度も作っている

125名 8名

Q7. 担当者しかわからない業務や情報がある

84名 49名

Q8. 複数の拠点・部署間で情報共有がうまくいかないと感じる

99名 34名

Q9. 人手不足のため、今のやり方のままでは業務が回りにくいと感じる

108名 25名

Q10. DXを進めたいが、何から始めればよいかわからない

はい いいえ

DX３分診断：１３３名

DXスタート支援型

70名（53%）

紙業務見直し優先型

28名（21%）

情報共有改善型

33名（25%）

AI活用おすすめ型：2名（1%）

DXドライバー型社長！

33名（31%）

DX理解型社長

41名（38%）

DX様子見型社長

26名（24%）

アナログ恐竜型社長：8名（7%）

対策の「有無」より「自社に合うか」を問う時代へ

結果から分かる3つのポイント

「基本対策」はできているが「組織対策」が手薄

OS更新やウイルス対策など基本対策の達成率は

平均約66％と高水準でした。一方、責任者の明確化

や方針の文書化、事故対応手順など組織的対策は平

均約39％にとどまり、「モノ」はあっても「ルール」が

未整備の企業様が多数派です。

「持ち出しルール」が未整備

私物端末の業務利用（BYOD）や外部記憶媒体

（USBメモリ等）の管理について、「ルールがない」

「わからない」と回答した企業様が多数を占めました。

情報の持ち出し経路が管理されていない状態は、情

報漏えいリスクの大きな要因となります。

社内で意識に「ばらつき」がある企業様が多い

同一企業内で複数名が回答したケースを見ると、

経営者・管理者と一般社員の間でスコアに大きな差

が見られました。個人の意識任せではなく、社内教

育・研修を通じて組織全体で認識を揃えることが重

要です。

会社の業務改善ポイントを判定！ 社員の本音から社長のDX本気度を診断！

質問 質問
質問
Q1. OSやソフトウェアを常に最新の状態に保っていますか？

75名 18名 4名 8名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q13.インシデント（情報漏えい・感染等）が起きた際の対応手順を定めていますか？

32名 22名 28名 23名

手順がある 大まかにある 決まっていない わからない

Q15. IPA「SECURITY ACTION」への宣言（一つ星または二つ星）をご存知ですか？

11名 11名 46名 37名

宣言済み 知っているが未宣言 知らなかった よくわからない

Q2. ウイルス対策ソフトを全端末に導入し、定義ファイルを最新に保っていますか？

79名 14名 6名 6名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q3. パスワードを「長く・複雑に・使い回さない」ルールで管理していますか？

32名 37名 28名 8名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q4. 不審なメール（フィッシング・添付ファイル）への対応ルールを従業員に周知していますか？

58名 22名 11名 14名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q5. クラウドサービスや共有設定を適切に管理していますか？

60名 27名 6名 12名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q6. 重要データのバックアップを定期的に取得し、復元確認をしていますか？

57名 32名 8名 8名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q7. 業務用PCや端末に画面ロック（パスワード・PIN）を設定していますか？

76名 11名 14名 4名

実施している 一部実施 実施していない わからない

Q8. 個人所有のデバイスを業務に利用する際のルール（BYOD）がありますか？

34名 22名 27名 22名

ルールがある 一部ある ルールがない わからない

Q9. USBメモリなどの外部記憶媒体の利用について、ルールを定めていますか？

35名 27名 29名 14名

ルールがある 一部ある ルールがない わからない

Q10. 従業員向けの情報セキュリティ教育・研修を年1回以上実施していますか？

29名 19名 46名 11名

実施している 不定期にある 実施していない わからない

Q11. 情報セキュリティの責任者（担当者）を明確に定めていますか？

57名 15名 23名 10名

決まっている 曖昧にある 決まっていない わからない

Q12.情報セキュリティ基本方針（ポリシー）を文書化し、外部に公開していますか？

24名 12名 38名 31名

公開している 文書があるが未公開 作成していない わからない

Q14.業務委託先・外部クラウドサービスのセキュリティ状況を確認していますか？

33名 25名 19名 28名

確認している 一部確認 確認していない わからない

セキュリティ診断：１０5名

緊急対策が必要

17名（１６％）

対策強化が必要

37名（35%）

一つ星レベル到達

30名（29%）

二つ星レベル到達

21名（20%）

IPA SECURITY ACTION準拠

「AI導入に迷っている」「DXの進め方がわからない」「セキュリティが不安」

—— そんなお悩み、お気軽にご相談ください。

Q1. 社長が「DX（デジタルトランスフォーメーション）」という言葉を口にする頻度は？

12名 33名 34名 29名

毎日のように話している 月に１～２回くらい たまに聞く 「DXって何？」レベル

Q2. DX・IT投資に関する社長のスタンスは？

10名 62名 12名

積極的に予算をつけてくれる 提案すれば前向きに検討 金額面で話が進まない 「紙で十分だ」と言い張っている

24名

Q3. 社長が日常的に使いこなしているデジタルツールは？

61名 34名 6名

クラウド・ビデオ会議・スマホ等フル活用 メール・スマホくらい FAX・ガラケーが現役 メールも読まない電話派

7名

Q4. 業務のデジタル化・ペーパーレス化について社長は？

43名 55名 5名 5名

率先してデジタル化 自分では動かない 紙の伝統文化を死守 「紙をスキャンすればペーパーレス」と思っている

Q6. 社長がDX関連のセミナーや展示会に参加する頻度は？

31名 43名 １1名 23名

自分から積極的に参加 誘えば参加する 理由を付けて断ることが多い 「若い人に任せた」と丸投げ

Q8. AIや最新テクノロジーについて社長の認識は？

35名 40名 28名 5名

自分で試して可能性を模索 前向きに検討 「情報漏れない？」と慎重すぎる 「AIが仕事を奪う」とニュースを見て怖がる

Q9. 競合他社がDXで業績を伸ばしていると聞いて、社長は？ 

31名 57名 8名 12名

即行動モード 危機感を持つ 他人事にする 動かない

Q10. DXの目標や推進方針は社内で明確に共有されていますか？

29名 50名 24名

社長自ら設定し全社展開 方向性はあるが文書はない 現場に任せっきり 「いつかやる」から何年も止まったまま

5名

Q7. 社内でDXの取り組みが成果を出したとき、社長は？ 

19名 48名 34名

全社に共有・表彰し次を後押し 素直にほめてくれる 特に何も言わない 「それより今月の売上は？」と帰ってくる

7名

Q5. 社員がDX推進を提案したとき、社長の反応は？

14名 58名 33名

3名

「すぐやろう！」と即決 「詳しく教えて」と前向き 「考えておく」からの音沙汰なし 「今のままでいい」と一蹴
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渡敬デジタル化実践事例特集［第5弾］渡敬デジタル化実践事例特集［第5弾］

中小企業のためのデジタル活用事例中小企業のためのデジタル活用事例

編集後記

渡敬DX通信11号をご覧いただき、誠にありがとうございます。今号では、渡敬ビジネスフェアの様子を来場

者アンケートをもとに、レポートしました。あわせて、渡敬デジタル化実践事例特集第5弾も掲載しています。掲

載事例以外にも、様々な事例や幅広いツールをご相談いただけます。次号も、皆さまにとって役立つ情報をお

届けできるよう努めてまいります。今後ともDX通信をよろしくお願いいたします。

AI・自動化

渡敬グループのデジタル化実践事例の中から「セキュリティ」と「生成AI」の活用例をご紹介します。
情報を守る「セキュリティ」と、生産性を飛躍的に高める「生成AI」は、これからの企業成長を支える重要な両輪

です。デジタル化はコスト削減だけでなく、安全な事業継続と効率的な働き方を実現します。ぜひ貴社の「守り」
と「攻め」のデジタル化のヒントとしてご活用ください。

渡敬グループのデジタル化実践事例の中から「セキュリティ」と「生成AI」の活用例をご紹介します。
情報を守る「セキュリティ」と、生産性を飛躍的に高める「生成AI」は、これからの企業成長を支える重要な両輪

です。デジタル化はコスト削減だけでなく、安全な事業継続と効率的な働き方を実現します。ぜひ貴社の「守り」
と「攻め」のデジタル化のヒントとしてご活用ください。

SECURITY ACTION二つ星宣言で信頼向上

取引先や官公庁案件では、情報セキュリティ対策状況の提示を求められる

場面が増えています。SECURITY ACTION二つ星宣言は、情報セキュリ

ティ基本方針の策定と継続的な対策実施を対外的に示せる制度です。社

内ルール整備や従業員教育のきっかけとなり、企業の信頼向上につながり

ます。

IPA SECURITY ACTION 情報セキュリティ

経済産業省「SCS評価制度」で対策レベルを見える化

サイバー攻撃対策の重要性が高まる一方で、「何から始めればよいかわか

らない」という企業も少なくありません。SCS評価制度を活用することで、

自社の対策状況を客観的に把握し、優先的に取り組むべき課題を整理で

きます。継続的なセキュリティ強化の第一歩として活用されています。

サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度 セキュリティ診断

AIクラウドカメラで拠点管理を効率化

VerkadaはAIを搭載したクラウド型セキュリティカメラです。工場・倉庫・

事務所など複数拠点の映像を一元管理し、不審者や車両の出入りをリアル

タイムで把握できます。録画映像も人物や車両などの条件で検索できるた

め、防犯対策だけでなく管理業務の効率化にも貢献します。

Verkada AIカメラ

入退室管理システムで重要エリアを守る

ICカードや認証システムを活用し、サーバールームや重要書類保管場所へ

の入退室を管理します。誰が、いつ、どこへ入退室したかを記録できるた

め、不正侵入や内部不正の抑止に効果的です。勤怠管理システムとの連携

により、セキュリティ強化と業務効率化を同時に実現できます。

入退室管理システム 物理セキュリティ

補助金活用をAIで効率化

補助金や助成金の制度は毎年内容が変わり、対象要件や申請条件も複雑化しています。生成AIを活用すること

で、業種や従業員数、導入予定の設備・システム情報をもとに、活用できる可能性のある制度を効率的に整理で

きます。制度調査にかかる時間を削減できるだけでなく、設備投資やDX推進に向けた計画立案のスピード向上

にもつながります。IT導入補助金などを活用した提案活動の支援にも期待されています。

生成AI 補助金活用

音声入力で現場報告書を自動作成

設備点検や保守作業、建設現場では、作業終了後の報告書作成に多くの時間がかかっています。生成AIを活用

することで、現場担当者がスマートフォンから音声で報告内容を入力するだけで、報告書や日報の形式に自動変

換できます。入力漏れや記載内容のばらつきを減らしながら、事務作業の負担を軽減できるため、現場業務の

効率化と生産性向上に貢献します。

生成AI 現場業務改善

AIロールプレイで営業人材を育成

営業担当者の育成では、実践的な商談練習の機会を確保することが課題となっています。AIを活用したロール

プレイシステムでは、AIがお客様役となり、商品説明やヒアリング、課題提案などの練習を行うことができます。

業種や商材に合わせたシナリオ設定も可能で、新人教育から提案力向上まで幅広く活用されています。人材不

足が進む中、効率的な営業教育手法として注目されています。

生成AI 人材育成

問い合わせ分析で顧客ニーズを可視化

企業には日々多くの問い合わせやサポート依頼が寄せられています。生成AIを活用して問い合わせ履歴やメー

ルの内容を分析することで、頻繁に発生している課題や要望を可視化できます。顧客が求めている情報や改善

ポイントを把握することで、FAQの整備やサービス改善、営業提案の強化につなげることが可能です。蓄積され

たデータを有効活用し、顧客満足度向上を支援する取り組みとして注目されています。

生成AI 顧客分析

AIで展示会・イベント後の営業フォローを支援

展示会やセミナー終了後は、名刺情報やヒアリング内容の整理に時間がかかります。生成AIを活用することで、

商談内容を要約し、お客様ごとのフォロー内容や提案ポイントを整理できます。営業担当者の対応漏れ防止と、

提案活動の迅速化につながります。

生成AI 営業支援

AIで社内問い合わせ傾向を分析

「同じ問い合わせが何度も来る」という課題はありませんか。AIがメールや問い合わせ内容を分析し、よくある

質問や業務上の課題を可視化します。FAQ整備や業務改善の優先順位付けに活用でき、問い合わせ対応工数

の削減につながります。

生成AI 業務改善

https://www.watakei.co.jp/dx-madazine/
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QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

デジタル化の必要性を感じつつも、導入方法から活用、費用対効果など、お悩みではありませんか？

渡敬伴走支援サービスは、社内業務のデジタル化、各種ツールをお客様自身が活用していけるように支援を行い

ます。

渡敬伴走支援サービス

社内業務のデジタル化・DX化にお悩みの方へ

▼ 詳細は下部QRコードから

DX学校は、ITに詳しくない中小企業に寄り添います。

オンライン学習システムで学んだ内容を講師との実践型授業で復習し、わからないままにせず進められます。

担当講師が個人個人に寄り添ったサポートで学びを提供し、受講生の成長に並走します。

社内のIT人材を3ヶ月で育成します

DX学校 秋田渡敬校 生徒募集中

全3回のワークショップを基本として、

お客様の社内業務におけるデジタル化を進めていく

ための支援を行います。

デジタル化経営伴走支援01

kintoneでのアプリの作成方法や設定方法、

他アプリとの連携やプラグインの導入などの支援を

行います。

kintone活用伴走支援02

業務に合わせた活用方法を提案し、

社内定着の支援を行います。

グループウェア活用伴走支援03

社内生成AIを活用して、

お客様の業務を改善する支援を行います。

社内生成AI活用伴走支援04

Microsoft365の各ツール（Word, Excel, 

Teams, SharePoint等）をお客様が使いこなして

いけるように支援を行います。

Microsoft365活用伴走支援05

国が定める法律に基づいた「DX認定」を取得できる

よう、弊社の経験を活かした支援を行います。

DX認定伴走支援06

現場の業務に合わせて簡単にアプリを作れるクラ

ウドサービス。紙やExcel管理をなくし、チームで共

有・改善を進められます。

自分で業務アプリを作成

スケジュールや文書管理、申請業務を一元化するグ

ループウェア。社内の情報共有を効率化し、コミュニ

ケーションを強化します。

社内の情報をデジタル化

文章作成や要約、資料作りを支援する生成AI。自然

な会話で指示でき、業務のスピードアップや新しい

働き方を実現します。

生成AIの様々な活用法・事例紹介

WordやExcel、Teamsなどをクラウドで利用可

能。場所を問わず共同作業ができ、チーム全体の生

産性向上を後押しします。

オフィス必須の基本ツール活用法

以下ツールについて、担当が製品紹介や活用例等をご紹介いたします。
詳細は担当営業または下部QRコードからお問い合わせフォームまでお気軽にご連絡ください。

いつでもご紹介・デモ・セミナーに伺います！

https://www.watakei.co.jp/dx-links/

